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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “Sq”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押してスケルチ感度を選択し、【MENU】キーを押して確
　定します

　　設定値はOF/1/2( 初期値 )/3　　値が小さいほど弱い信号で音が鳴ります。　
　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

スケルチ設定の値を下げるとより弱い信号でも受信しますが、より雑音が多い音にな
ります。スケルチ設定の値を大きな値にすると、雑音の少ない音になりますが、より
強い信号を受信しないと音が鳴りません。OF に設定すると常に受信状態となり、信
号を受信していない状態でも雑音が聞こえます。

スケルチ感度

MENU キーを押し
ながら電源を入れる
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “ ”アイコンが表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して操作音の“On”または“OF”を選択し、【MENU】
　キーを押して確定します

　　設定値はOF/On( 初期値：操作音あり )　
　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

  その他便利な機能その他便利な機能

操作音

キー操作をしたときにビープを鳴らすか鳴らさないかの設定ができます。

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

“ ”アイコン
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “bL”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して設定を選択し、【MENU】キーを押して確定します
　　
　　設定値はOF( バックライトは常に消灯 )/On( バックライトは常に点灯 )/
　　At( 初期値：フロントキーとモニタースイッチで 5秒間点灯 )　
　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

LCD バックライトを常時点灯、常時消灯または操作時に点灯することができます。

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

バックライト
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “TB”アイコンが表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して秘話コードを選択し、【MENU】キーを押して確定
　します

　　　　　　　設定値はOF( 初期値 )/On( 鳴らす )

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

  その他便利な機能その他便利な機能

トークビープ

PTT スイッチを押した直後に話を始めると会話の冒頭が相手に届かない（頭切れてし
まう）ことがあります。トークビープ機能を有効にすると PTT スイッチを押した後
にビープが鳴ります。このビープ音の後に話を始めることで会話の頭切れを減らすこ
とができます。

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ヒントヒント

VOX 機能を使用していると、送信側（VOX 使用側）ではいつ送信になるかわからないため、自分のトランシーバーが送VOX 機能を使用していると、送信側（VOX 使用側）ではいつ送信になるかわからないため、自分のトランシーバーが送
信になっていないのに会話を始める場合があります。このため相手には会話の冒頭が届かないことがよく起こります。信になっていないのに会話を始める場合があります。このため相手には会話の冒頭が届かないことがよく起こります。
このような場合にトークビープ機能を使うことで会話の頭切れを大幅に減少できます。このような場合にトークビープ機能を使うことで会話の頭切れを大幅に減少できます。

“TB”アイコン
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “ ”アイコンが表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して操作音の“On”または“OF”を選択し、【MENU】
　キーを押して確定します

　　設定値はOF( 初期値：終話音なし )　/On
　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

送信を終了するときに終話音を送って、送信の終了を相手に知らせます。

終話音

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

“ ”アイコン
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “APO”アイコンが表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して選択し【MENU】キーを押して確定します
　　
　　設定値はOF( 初期値 )/1/2/3 時間　
　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　自動電源オフの 60秒前に警告音が鳴り、“APO”アイコンが点滅します。

  その他便利な機能その他便利な機能

オートパワーオフ

オートパワーオフは一定時間操作がない場合、自動的に無線機の電源を切ります。電
源の切り忘れを防止する機能です。

APO

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

APO

ご注意ご注意

・オートパワーオフで電源が切れた後に再度電源を入れる場合、つまみをいったん電源オフの位置にしてください。・オートパワーオフで電源が切れた後に再度電源を入れる場合、つまみをいったん電源オフの位置にしてください。
　

“APO”アイコン
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PTT スイッチを押しても送信しないように設定することができます。トランシーバー
を受信専用機として使用することができます。

送信許可

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “Pt”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し、【MENU】キー
　を押して確定します

　　設定値はOF/On( 送信可能：初期値 )

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　
　　

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・PTT スイッチ無効時に PTT スイッチを押すと、“Err”表示と共に警告音が鳴り、送信できません。・PTT スイッチ無効時に PTT スイッチを押すと、“Err”表示と共に警告音が鳴り、送信できません。
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  その他便利な機能その他便利な機能

送信出力

特定小電力無線機の規定では通常３分間以上の連続送信、連続通話をすることができ
ませんが、中継器モード（Ch01 ～ Ch18）で送信出力を 1mW に変更することで
連続送信、連続通話時間の制限がなくなります。（中継器、子機ともに 1mW に設定
する必要があります）

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “L”アイコンが表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し、【MENU】キー
　を押して確定します

　　設定値はOF(10mW：初期値 )/On(1mW)

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・中継器モードのチャンネルで 1mW 出力になるのは Ch01 ～ Ch18 のみとなります。Ch19 ～ Ch27 の送信出力は ・中継器モードのチャンネルで 1mW 出力になるのは Ch01 ～ Ch18 のみとなります。Ch19 ～ Ch27 の送信出力は 
　常に 10mW となります。　常に 10mW となります。

　

“L”アイコン
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “Ac”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”選択して【MENU】キーを
　押して確定します

　　
      設定値はOF( 使用しない：初期値 )/On( 使用する )　※相手側の無線機も同様
　の設定をする。

チャンネルが混雑して交信がしにくい場所で設定することにより、PTT スイッチを押
すたびに、自動的に空チャンネルを探して相手局と交信することができます。但し、
相手側の無線機も同様の設定をする必要があります。

オートチャンネルサーチ

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

〈次ページにつづく〉
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  その他便利な機能その他便利な機能

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　　　　　　　　　　　　

　オートチャンネルサーチ動作中は、チャンネル表示部分が [AC] に変わります。送
受信を行っても、チャンネルとグループ番号表示は変化しません。

　
　●PTTスイッチを押して、一呼吸おいてから通話を開始します。空きチャンネル
　で５秒ほど停止しますので相手が応答してくるのを待ちます。

　●オートチャンネルサーチ動作中は、UP/DOWNキーでグループ番号を変えるこ
　とができます。

　●秘話機能を使用する場合は、拡張メニューモードで秘話コードを選択します。
　オートチャンネルサーチ動作中は、全てのチャンネルで同じ秘話コードが適用
　されます。

ご注意ご注意

・中継器モードを“On”で使用しているときは、オートチャンネルサーチは動作しません。・中継器モードを“On”で使用しているときは、オートチャンネルサーチは動作しません。
・スキャンおよびデュアルワッチとは同時に使用することはできません。オートチャンネルサーチが優先されます。・スキャンおよびデュアルワッチとは同時に使用することはできません。オートチャンネルサーチが優先されます。　

オートチャンネルサーチ ( つづき )
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “nc”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押し選択して【MENU】キーを押して確定します
　　
     設定値は 1( 初期値 )/2/3/4
 　※ FRC 製トランシーバーで使用中の場合、“1”を選択してご使用ください。
        

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

通話終了時の ｢ザッ｣ というノイズ（雑音）を抑えることができます。本機ではノイ
ズ軽減タイプを４つの種類から選択できます。

終話ノイズ軽減機能

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・FRC 製トランシーバーで使用中の場合、“1”を選択してご使用ください。・FRC 製トランシーバーで使用中の場合、“1”を選択してご使用ください。
・他社製トランシーバー及び中継器をご利用の場合は、順次２～４をお試し願います。・他社製トランシーバー及び中継器をご利用の場合は、順次２～４をお試し願います。
・他社製の機器の場合、確実に機能を発揮するとは限りません。予めご承知おき願います。・他社製の機器の場合、確実に機能を発揮するとは限りません。予めご承知おき願います。
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “cP”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し【MENU】キーを 
　押して確定します

　　
　　設定値はOF( 初期値 )/ Ｏｎ　※相手側の無線機もコンパンダー機能を同じにしてください。

　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

  その他便利な機能その他便利な機能

コンパンダー機能

相手が話している時のバックノイズ「サー」音を軽減して聴きやすくします。

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・相手側の無線機もコンパンダー機能を同じ設定にしてください。・相手側の無線機もコンパンダー機能を同じ設定にしてください。　
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本機の電源を入れたときに、オプションのスピーカーが断線していないかを確認しま
す。

スピーカー断線検出

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “SP”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し【MENU】キーを 
　押して確定します

　　
　　設定値はOF/On( 初期値 )　

　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・断線を検出した場合は“Er- SP”を約 5 秒間警告表示してから、通常のチャンネル表示になります。・断線を検出した場合は“Er- SP”を約 5 秒間警告表示してから、通常のチャンネル表示になります。　
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  その他便利な機能その他便利な機能

クイックミュート

音量ツマミを回さずにロックキー短押しにより操作音と音声を一時的に下げることが
できます。再度押すと解除されます。クイックミュート動作中は、“スピーカー”ア
イコンが点滅します。

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “qu”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し【MENU】キーを 
　押して確定します

　　
　　設定値はOF( 初期値 )/On

MENU キーを押し
ながら電源を入れる
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ご注意ご注意

・オプションのイヤホンマイク使用時に、クイックミュートを解除する際は音量レベルにご注意ください。音量つまみの・オプションのイヤホンマイク使用時に、クイックミュートを解除する際は音量レベルにご注意ください。音量つまみの
　位置によりイヤホンから大きい音量が出る場合があり、耳に影響を及ぼす恐れがあります。　位置によりイヤホンから大きい音量が出る場合があり、耳に影響を及ぼす恐れがあります。　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

　●“LOCK”キー短押しすると“スピーカー”アイコンが点滅し、音量 /操作　
　  音が小さくなります。

　

　●クイックミュートはいずれかの方法で解除されます。
　　・ロックキーを短押します。
　　・電源をオフにします。
　　・３分経過すると自動で解除されます。

“スピーカー”アイコン点滅
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  その他便利な機能その他便利な機能

送受信インジケーター

送受信インジケーターを常時消灯することができます。

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    　　　拡張メニューモードになります。
　

2. “LE”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し、【MENU】キー
　を押して確定します

　　設定値はOF( 常時消灯 )/On( 初期値 )

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ヒントヒント

・映画館などの暗い場所における使用時に、インジケーターを常時消灯することができます。また、操作音や LCD バック・映画館などの暗い場所における使用時に、インジケーターを常時消灯することができます。また、操作音や LCD バック
　ライトも“OF”設定にすることにより、そのようなシチュエーションで効果的に運用できます。　ライトも“OF”設定にすることにより、そのようなシチュエーションで効果的に運用できます。

送受信インジケーター
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着信ランプ設定

グループ番号が一致した信号を受信したときに、LCD バックライトを点灯することが
できます。

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “rL”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し、【MENU】キー
　を押して確定します

　　設定値はOF( 常時消灯 )/On( 初期値 )
      バックライトの点灯条件は、LCDバックライトの設定に従います。

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ヒントヒント

・無線機を離れた場所に置いている時などに着信の確認ができます。・無線機を離れた場所に置いている時などに着信の確認ができます。
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  その他便利な機能その他便利な機能

内部マイク感度

本体内蔵のマイク感度を設定します。数値が大きくなるほど感度が上がります。

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “iG”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して選択し【MENU】キーを押して確定します
　　
　　設定値は 1/2( 初期値 )/3/4

　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　

MENU キーを押し
ながら電源を入れる
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “EG”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して選択し【MENU】キーを押して確定します
　　
　　設定値は 1/2( 初期値 )/3/4

　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　

外部マイクの感度を設定します。数値が大きくなるほど感度が上がります。

外部マイク感度

MENU キーを押し
ながら電源を入れる
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  その他便利な機能その他便利な機能

アクセサリー設定

オプションのイヤホンマイク及び PTT を使用するときに設定します。アクセサリー
設定をオフにすると、“★”アイコンが点灯します。

1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “EP”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して“On”または“OF”を選択し、【MENU】キー
　を押して確定します

　　設定値はOF( 使用しない )/On( 使用する：初期値 )
      

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります

MENU キーを押し
ながら電源を入れる

ご注意ご注意

・オプション品に記載している専用品を接続してください。専用品以外を接続すると誤動作や故障の原因になります。・オプション品に記載している専用品を接続してください。専用品以外を接続すると誤動作や故障の原因になります。
・本体のマイクで VOX を使用する場合（アクセサリーの VOX を使用しない場合）、アクセサリー設定 を OF ( 使用しない） ・本体のマイクで VOX を使用する場合（アクセサリーの VOX を使用しない場合）、アクセサリー設定 を OF ( 使用しない） 
  にしてください。  にしてください。
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1.【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                                    拡張メニューモードになります。　

2. “bP”が表示されるまで【MENU】キーを押す

3. 【UP/DOWN】キーを押して選択し【MENU】キーを押して確定します
　　
　　設定値は 1～ 8( 初期値：4)

　　

4. 【PTT】スイッチを押すと待受け表示になります
　　

ビープレベル

ビープ音量を調整することができます。数字が大きくなるほど音量が上がります。

MENU キーを押し
ながら電源を入れる
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  その他便利な機能その他便利な機能

無線データ転送 ( エアークローン )

送り側に設定されている以下の内容をワイアレスで一斉に複数台へ転送することがで
きます。但し、受け側の無線機は本機に限ります。他のモデルとの互換性はありません。

転送される設定内容：

●拡張メニューの設定内容　●各チャンネルのグループコード・秘話設定

●現在運用しているチャンネル・グループコード・秘話設定

●バックアップの内容　（キーロック・スキャン状態）

1.【PTT】スイッチと【MENU】キーを押しながら電源を入れる

　　                                           “cL on” と表示され、無線データ転送モードに
　　　　　　　　　　　　　　　　なります。　

2. 【PTT】スイッチを押すとデータが送出されます

PTT と MENU を押し
ながら電源を入れる



   59

ご注意ご注意

・送り側と受け側を近づけた状態でデータ転送を行ってください。・送り側と受け側を近づけた状態でデータ転送を行ってください。
・ノイズが多い環境でデータ転送を行うと正常にコピーできない場合があります。・ノイズが多い環境でデータ転送を行うと正常にコピーできない場合があります。

　

●送り側の PTT スイッチを押すと、データが送出されます。

●受け側は正常にデータが転送されると、無線データ転送モードを終了して待ち受け　

　状態になります。

●データ転送が完了したら、電源を切ります。

リセット ( お買い上げ時に戻す )

リセットをすると、設定されている内容はすべて初期化され、工場出荷状態に戻りま
す。

1.【PTT】スイッチと【LOCK】キーを押しながら電源を入れる

　　                                           “rst” と表示されます。　

2. 【PTT】スイッチと【LOCK】キーを放します
　
　　設定がリセットされて初期値へ戻ります。
　　無線機はCh1 で待受け状態になります。
　

PTT と LOCK を押し
ながら電源を入れる
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  故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら

症状 原因 処置

電源が入らない 電池の向きが違う 電池を正しい方向に入れる

電池が消耗している 新しい電池に交換する。ま
たは、電池を充電する。充
電しても電源が入らない場
合は、電池が寿命を迎えて
いる可能性があります。

受信できない PTT が押されている PTT を放す

グループ番号が異なる 相手と同じグループ番号に
する（20 ページ参照）。

相手と通話でき
ない

チャンネルまたはグ
ループが違う

相手と同じチャンネル・グ
ループ番号に合わせる

相手との距離が離れす
ぎている

通話のできる距離まで近づ
く

音が出ない ボリュームが絞られて
いる

ボリュームを上げる

クイックミュートがオ
ンになってる

クイックミュートをオフに
する

送信できない 受信アイコン［受］が
点灯している

チャンネル番号を変更す
る、受信アイコンが消える
のを待つ、またはスケルチ
感度を下げる

音声が聞き取れ
ない

送信側または受信側、
いずれか一方に秘話機
能を設定している

送信側・受信側共に同じ設
定にする（30 ページ参照）

何も聞こえない
のに受信アイコ
ンが点灯する

他の人が同じチャンネ
ルで別のグループ番号
を使用している

別のチャンネルに移動する
（18 ページ参照）

操作がわからなくなったり、動作が不安定になった場合は、まずリセット (P.59) を
行ってください。
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症状 原因 処置

受信音がもごも
ご聞こえる

相手側トランシーバー
の秘話設定がオンに
なっている

相手側トランシーバーの秘
話設定をオフにする

チャンネル表示
が出ていない

キーロック・チャンネ
ル非表示機能がオンに
なっている

必要であれば、キーロック・
チャンネル非表示機能をオ
フにする

中継器を使用し
た通話が出来な
い

中継器モードになって
いない

中継器モードに設定する
（26 ページ参照）

キーを押しても
表示が変わらな
い

キーロック状態になっ
ている

キーロックを解除する（22
ページ参照）

その他の異常 リセットをする（59 ペー
ジ参照）

表示がすぐに消
える

電池が消耗している 電池を交換または充電をす
る

勝手に送信され
る

VOX 機 能 が オ ン に
なっている

VOX 機 能 を オ フ に す る
（33 ページ参照）

    それでも動作しない場合は

       〒 194-0037

        東京都町田市木曽西 2-3-8

        株式会社エフ・アール・シー　サービス課

        TEL: 042-793-7746

        土日祝日及び弊社休業日を除く【10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00】 
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  主な仕様主な仕様

送受信周波数………………422.050 ～ 422.300 MHz（ 単信 20 波）
　　　　　　　　　　　   421.5750 ～ 421.9125 MHz（ 半複信受信　27 波 )
　　　　　　　　　　　   440.0250 ～ 440.3625 MHz （ 半複信送信　27 波 )
電波形式……………………F3E, F2D
送信出力……………………10mW, 1mW
受信感度……………………  -14dBuV 以下（12dB SINAD)
低周波出力…………………500mW 以上 （@ 定格電圧 8 Ω負荷 10％歪）
電源電圧……………………DC3.6 ～ 4.5V（FBP-2 または単三形アルカリ乾電池 3 本）
使用時間……………………乾電池　約 47 時間、　充電池　約 30 時間
　　　　　　　　　　　　測定条件：低周波出力 100mW、送信 10 秒、受信 10 秒、　　　
　　　　　　　　　　　　待受 80 秒の繰り返し動作
動作温度範囲……………… -10℃～ +50℃（但し結露しないこと）
寸法（突起物を除く）……約 56( 幅 ) × 95( 高さ ) × 29( 奥行 )mm	
質量…………………………約 167g( ベルトクリップ、乾電池含む )	

付属品 :
ベルトクリップ× 1
取扱説明書	( 本紙：保証書付 ) × 1
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保証規定

本製品は、弊社において厳重な品質管理のもとに検査され合格したものですが、万一ご購
入後 1 年以内に製造上の不備に起因する故障が生じた場合には、弊社が責任をもって無償
修理いたします。
なお、次に記載した場合の故障については、保証期間内であっても有償修理となります。 

①使用上の誤り、不当な改造や修理などによる故障および損傷。
②ご購入後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷。 
③火災、地震、水害、異常電圧、指定外の電源、電圧、周波数使用および 

その他の天変地異などによる故障および損傷。 
④本保証書のご提示がない場合。
⑤本保証書の所定事項が未記入、あるいは字句が書き換えられた場合。 
※本保証書は日本国内においてのみ有効です。

●使用上修理を依頼されるときはまず、操作方法等に間違いがないかどうかよく調べていただき、それ
でも異常がある時は修理依頼してください。

●その際は問題が発生したときの症状、表示されたメッセージ、症状の再現方法についてできるだけ詳
しくお書きください。

●修理に出す前に、お客様が設定したデータをお控えください。修理内容によっては、全てのデータが
消去される場合があります。

●本機の不具合により通話不能などにより発生した損害、被害につきましては、弊社は一切の責任を負
いませんので、ご了承ください。

●保証は不具合が発生した製品を販売店にお持込いただくか、弊社宛てに送付していただき、修理もし
くは代品との交換によるセンドバック方式となります。

●出張修理は行っておりません。
●保証の範囲は商品のみの保証となり、商品を使用する事により発生した商品以外への損害についての

保証は一切いたしませんので、あらかじめご了承ください。
●修理期間中の代替機の貸し出しは行っておりません。

※あらかじめご承知いただきたいこと
　・修理の時、一部代替品を使わせていただくことや修理品に変わって同等品と交換させ
　　ていただくことがあります。
　・出張による修理は一切致しませんので、あらかじめご了承ください。
　・本取扱説明書の内容は、機能改善のため予告なく変更する場合があります。
※ネックストラップ、ベルトクリップは消耗品につき初期故障 ( 使用開始後 10 日間 ) のみ
　保証します。

【サポート問い合わせ先】
株式会社 エフ・アール・シー サービス課
TEL：042-793-7746  土日・祝日及び弊社休業日を除く【10:00  〜 12:00  13:00 〜 17:00】



品質保証書
本製品は、弊社において厳重な品質管理のもとに検査され、それに合格したものです。
万一、ご購入後 1 年以内に製造上の不備に起因する故障が生じた場合には、弊社が責任を
もって無償修理いたします。
修理の際には、本製品をご購入いただいた販売店に、必ず本保証書をご持参の上ご依頼く
ださい。本保証書のご提示のない場合には全額有償となりますので、本保証書は大切に保
存してください。

本保証書は再発行しませんので大切に保管してください。

商 品 名 特定小電力トランシーバー　　　        　FC-JX PRO　

保 証 期 間 1 年間
( 消耗品除く ) 購入年月日 　　年　　月　　日

お 客 様 ご住所

TEL.　　　　　　　　　

お名前

販 売 店
住所

店名

印

■保証期間中は：
　保証書を添えてお買い求めの販売店までご持参いただくか、弊社宛てに症状をお書き

添えの上送付願います。保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。

■保証期間が過ぎているときは：
　お買い求めの販売店、または弊社サービス課にご相談ください。
　修理により製品の機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させていただき

ます。

4-1-R-CK-01

FC-JXPRO　取説用バーコード

B


